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水 田単作地域の農業経営 Kついて

田舎舘村の場合一

阿保靖彦
1. はじめに

わが青森県は農業県としτ近年めざましい発展をみせている。 特に水稲にかける増収は著し

レ、この水田操業の中心部となっτいるのは津軽平野一帯宅ある。本研究はそο水田農業に焦

点を合わせ農業地理の面から，館営形態， 農業経済に主点をbき，水田農村の動向を考察した

ものであるQ

対象地の田舎舘村は，津軽平野の中央部氏位置 し，東西約9Km，南北約 6.5Kmのほとんど沖

積地からなる農村地域で，周囲を弘前市， 黒石市，常盤村，藤崎町，尾上町などに閉まれτい

る。 農家戸数1.616戸〈総戸数の 76.4cfJ) ，農業人口 8.696人 (81.4紛で全耕地面積の86.4

必(1336.4ha)を水田がしめる水田単作農業地域てある9

2. 農業の一般的性格

対象地域を隣接町村及集落月IJvc比較対照し平担地にお・ける農業の一般的性格を述べると

但)全戸数の81.5f，が農家であっτ全耕地面積の86.4 tf，が水田で，水稲を主生産とする水田農

村主城である。

(q専・兼業農家率をみると，兼業農家特に才 2種兼業農家ず近年増加の状態を示しτいるo

(C)農家→ヨ当U耕地面積は，県平均 11 6.4aより低いが水田のみの場合は，高くなっτいる

(6 0.7a-8 5.4a)という水稲だけにたよる農業経営である。

。j農莱の動向としτ疏菜裁培， 養場， 養豚経営など営農形式である商品化農業を行い，7J<稲
以外Kよる収入の道へ発展しτいるQ

3.農業 経営

(1)経営規模形態

給、耕地面積は， 1 5 7 5.3 ha -c内 13 3 6.4ha (8 6.4 '1>)が，水田で， 49.1 tm (3.6紛が普通

畑， 1 59.2ha (1 0.0吟がDんと畑の割合を示し，隣磁町.村と比較すると藤崎町ではJI鼠VC91ι2

ha (60.4め， 7ス4haω.0的， 53 0.7ha (34.6 ゐ~ ，尾上町古ま8764ha(74.5<;f，)， 1 02.Ltβ(8.6 

~)， 1 6 9.9ha (1 6.9弘常盤付苛立1004.δba(91.1各)， 40δba(3.8分)5ス5r.a(5.21>)となっぴも

l戸当D耕地面杭は田舎舘村では98.4aω租85.4a，畑3.1a ，かはま田9.9a) でる.~iJ ~常盤村官11 lL5 

a 6畑道立102.5a) .尾上町--n1.84.3aω租 64.1めとなっ℃庚拘11 6.4 aより三月T村とも助、 L1J~Ll.Iく
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回だけKついτみゐと高い割合をみせ水屈が単結し℃いゐ地域tあゐことがわかゐ。水田面積

28.7多・中長i務署 (0.5ha.........2.0r.ta)51.9'/1・託つい℃諸積男IJKみゐと，小五重層 (0.5ha未溝〉

8.8~ となっ℃中長，吾比頂点がみられるが， 1.0---1. 5ha i~習にフI.n-(みゐ(2.oha以上〉

しτいる白18.0きるよ長19.0 昔~ ，尾よ町 19.7ゆととさ基地域は 19.五音色，

したがっτ平1 3戸 (0.8'1J)で県と比較し℃低い。しかし大長~ø 3.oha 

ー
ふ
明
言
f

Dんと婚を所有する農家は少数℃均丞農民主Tい℃は高いが，中農i醤に集中告さで大農i吾氏少ν'0

， 1. 5 ---2. 0 h a在所事し℃いる。すなむら水田義楽にかい℃あゐがーとοほとんど

1. 5-2.oha暑が平均℃京国経営t;~2.oh乱以上所有すゐ農家は少数で長ん
6 

これが一円耕地面積が蛍い原閣とZょっ℃いると思われる。集落別Ifr.みると北部。集落{丘い。

も1.0ha以上℃広い経営規9 0うるιはきてしめ〈高田・

も1.oha以ょで広iハ規模℃模℃あるa 南部は 0.5ha未満が40婚をしめ一円

0.7 5-0.8 ha乙零細的経営をとなある。南部は0‘5ha未満がチむ吸をしめ一戸当主

，耕地部誌の狭少性があらわれ℃いゐ。こし-Cl.nゐ白すなわちー紋的にみふと北部J:!J

ら農られる。つま Dのよう主経営形態。もと

~-Cきぺζ I.nる白外収入を求ゐようと

兼業状況(2) 

2 4. 6 -I>--Cあったものが，最近℃は22‘?婚と7 6.4ヲ6・昭和25年民沿い℃

し，特立ζ才 2子ス 1tとI.nう逆φ帯11亡変化し℃いる。そし℃年々

多〈みられ，地罷κ.;b~1.n工中~高部の思立?。

\t~:t也毘にあっ℃はあま b みら(75--80必〉集落拡与られ，

〈土工・ 8議・出稼ぎ) ，蕗

業的議来への掻換が考えねばならな凶状揺であると忠われる。恭平均θ兼業率をみるとる 8.6

ため，れなω。妥IJち水揺のみκたよ

1
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j
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出農村氏一致した踊向でるつすあ℃当地域が高泊。このよう

よT8ヲ6増加〉ともなiハ〈昭和 2五吋る特徴をあげると， (1) O.五江

し℃いる。出ち 0.5h 

.， ，やと詰立コ。{毒自(詩才 2

， 0.5 ha  ，サ…ピス業など℃あるo (5)1荘j議

<: ， O. 7 --1. 0 h a 1;き若託才}未i需は才 2

ぬ理由は労動市場が近くκあるためと忠わ当地域民社I.n-C隣接軒村と比較

を取り入れ℃沿らず現金収入れる。常盤村のように，スイカ栽培など

しiJ込しこオL

ら野菜低成栽

金労働者となっ℃いる入が多ぬためだるう。

らはー詩的なものでbっ℃零細紋家主ζ3士、ω工討， -nく出たけκえよ
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培，養豚，養鶏の多角経営，輪換作白・・等の高度土地利用κよる商品的営農形式を導入し，

近代的農業経営へ前進しなければならないと思う。当地域vc.j:.~ける専・兼業率からみた集落類

型を3区分に分けτみると し専業卓越地区一専業率 30各色人上の地区一主としτ北部

2.中同地区一兼業農家率 70~以上 9 0 ~以下一中間部κ多い

3.兼業卓越地区一兼業農家率90φ与L上の地区一南部に多い

行
(劫農家人口と農業経営

近年農業人口は減少の一途をたどっτいる。原因としτは.(1)若年層 (29オ以下)の都市

への流出， (司零細経営者。方2次・才 3次産業への転換などがあげられる。

階層別にみると大農層κ公いτは家族人員は7.2人，小農層K沿いτは 4.5人である。農業

就業者についτも同傾向がみられる。即ち漸次経営規模が零細的になるにしたがっτ家族人員

農業従事者に減少がみられる。零細経営農家℃は2--3人℃家族経営を示し経営者は女性が多

いのが特徴となっτいる。つまD世帯主，長男が賃金労働者となっτいるためである。これが

零細経営農家に公いτ兼業農家を多くし農村の発展を一層困難にしτいる根本問題てはなかる

うか。
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4. 農業近イ℃化の動向

(1)養豚・養婦についτ

家蓄飼育は，水田農村に公ける商業的農業としτ発展しτいる。従来の 1--2頭. 1 0羽と

いう庭先経営から 30--5 0頭 .50--100羽といった多頭飼育ーの多何窪営の動向を示しτ

いゐ。農民の商品的農業へと変。τいる形体である。婦に主:;-1/)τ1ha以下θ小農層I/L.，豚は

1. 5ha以上の中農層K集中的に多くみられ，各々の階層の農家K公ける適応、性を見い出しτ

いる。養鶏℃は常盤村が顕著で全村的役営を行っτいる。

(4)読菜栽培

豊蒔，大根子， J 11部等Kみられ， ビニールハウス〈宅地及農閑期の水田利用)による野菜促

成栽培が行われτいる。 34戸とまだ経営者は少いが，市場に近い，交通に便利という好条件

。もとに今後ますます発展する可能性があると忠われる。

5. 農業収入と農業所得

本地域の経営構造は変化しつつあるが，水稲による収入が多い経済状況である。農産物によ

る収入を階層男Ijにみると 2ha以上が 10 0万円。1.5--2.0 ha層℃は70--1 0 0万円o

1.oha以下にお・ぃτは 50万円未満となっτいる。所得K公いτは1.o--1.5ha層が77 

万程度tあるQ 常盤村・藤崎町などと比較すると低い所得をあbわしτいる。つまb水田 10 

a当!J5--6万円。収入に対しτスイカ栽培の行われτいる常盤村℃は 10 a当!J13--14

万円。収入があ D 所得vc..f:，~ぃτ も 8 0--8 5万円と在っτいるQ いかに経営規模が大きく τも
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水田だけの収入では低い所得しか得られない。蕗ち水田を2.oha以上所有しなけれ試水田だ'

付記たよゐ農業経営はできないだるう。したがっ℃所得む上昇安はかゐKは，単調な水田だけ

ら脱皮し，養琢，義務，疏菜栽壊などの組合せによゐ長莱組営が必袈ではまかる

う:か0

6 結び

らみ-("i矢θζ とがわかった。

<: ，賃金労縁者となっτ収入 し℃いる。

ぺ

4
d
d場
曹
司

1jafe

ノ

2.水稲のみの経営状感か と変化をみせ℃いゐ農家は中層経営者に多<， 

訳。近〈 しτいる部蓄にお・レミτみられる。
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